








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































に NigrateC. 1. 2444を加えるととによっτ9系統を分障するととがでぎた. とのラち系統
VI， Vll， VIl， IXゐよびXの5系統は1953年には巳めて分離されたものである.との5系統
を加えると，日本のオオムギウドシコ病菌の生理品種は10系統とたる.とれら10系統に対する







で発見された race3に相当するが，系統;VIllは race3に高度の抵抗性であるDup]exC. 1. 





3， 8， 13， 14， 15，なよび 16の6つの rac白となる向島の.






























































第 3表 オオムギウドyコ病奮の10生理品種に対するオオムギ120品種の反応 (1)
EE孟一、--- 官官ケ総
，.'トムキム. --.:._ー~
Algerian C. 1. 1179 
Atlas 46 C. 1. 7323 
Black Russian C. 1. 2202 
Engledow India D. 1. V. 464 
Go凹1C. 1. 1091 
H. J世0刈.nigTUm 










































































































































I Ar lington Awn1回sC. 1. 7(}2 
IlL E. S. 1 
<) I 司 、-






































Black Hull.less C. 1. G6G 







































































Nepa1 C. 1. 1i9u 
白 ト ウ
有益種
















































号 4 74 ヤU 














































3-4 1 。~ 。ー0 ・e9 d 0 ・4






3-4 r Duplex C. 1. 2433 
6 ( 





































































































































































































































1 1 1 3-4 1 -t" :y τ， 
4 1 1-2 1 1 3-4 1 
早 3-4 4 1 1-2 1-2 1 1 3-4 1 1 細生
4 3-4 。-11 1 1 
1-2 
1 2-3 0-1 。-1r Blackhull C. A. 813 

























































































Abyssinia C. 1. 2192 
Ackermann's lsaria 
Ar司uipaC. 1. 2329 






























































































































































































































































































































































































三 - /v ョr~ 












































































4 1-3 1-2 宅手1 分タ・
0-1 4 4 4 4 l 
ー
l 号66 1-シロ15 
•..•.. 
- 21ー (151.) 




•..••. ? ? ? ?? ? ?
.16[1.5 











II V VI X I IV VII VIII IX 
。
~ -: .:l z 
18 Nigrate C. 1. 2444 i i i i 4 i i i i ι1 
f Chevron C. 1. 1111 
19 ~ l H. spont. 3325 
222-4 222222 ト0










????。同1 0-1 1 2-3 1-2 3-4 1-2 1 1-2 
1-2 1-2 1-2 4 1-2 4 2 2-3 2 
1 1 J 4 1-2 3-4 1 1 1 








































































第 4，5 ~よび 6群は系統 I より系統 VIII までの 9 つの系統に対しでは群内の差ぽ認められ
ないが，系統IXに対Lてのみ違った反応を示す点に沿いて共通している. L.かし第1群より




















































































































S M M M S M S M M M 20 
第6群までの6つの群の各群聞の差はきわめて明りようであっτ.各群に属する品種はそれぞ
れ抵抗性に関して独立したものである.
第 7群よ b第 10 群までの 4~の群は系統 V， VIII.ii-よび IXに対して他の7つの系統に対
するよ bもよb感受性である. 特に系統Vに対して感受性であるといろ特徴は第19群にも見
られるがその他の群には見られない. 第8， 9 なよび 10 群の 3~の群は第7群よりもいつば
んに抵抗性が強くなっτいるが，とれら3つの群に属する品種除草なそらく第7群に属する品種
の抵抗性遺伝子と共遁したものを1つは持っているものと考えられる.
第11，12， 13ゐよぴ14の4つの群は系統1，Il， V， VI.:ta-よびXには高度の抵抗性であ
るが残bの5つの系統には感受性である.第12，13 jなよぴ14の3つの群に属する品種の抵抗
性は第11群の抵抗性遺伝子が基礎となっているものと考えられる.









R=i-l， M=l-3， S =3-4 
以上を要するに 120品種を 20の群に分けたが，第 7，8， 9 jなよぴ 10の4つの群と第11，






が加わったものでるる.同様に系統 III は第17群を，系統V~会第 7群によって代表される群も
系統VI除第20群を， 系統XI会第18群を侵す病原性が系統Iに加わったものである. したがっ
てとれら系統IV，II， V， VI:なよぴXの5つの系統政互に共遁した系統Iの病原性を持って
いるが， また互に逆の関係になる場合もある. たとえば系統IIは Goldfoilを侵すが Heil's
















のであろうか. 2つの系統が結合して 1つの新しい系統ができたり，あるいは反対に 1つの系
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